
康
管
理
マ
ニュ
ア
ル
等
に
よ
る
健
康
管
理
を
再
確

認
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
処
分
等
に
関
す
る

規
則
廃
止
に
つ
い
て

　

こ
の
規
則
は
、平
成
26
年
に
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
を

悪
用
し
、マ
ス
タ
ー
（
み
つ
星
）を
不
正
に
表
示
し

て
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
へ
の
不
正
入
構
を
行
っ

た
複
数
の
事
案
が
発
覚
し
た
こ
と
に
伴
い
、再
発

防
止
策
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。運
用

開
始
以
来
、残
念
な
が
ら
不
正
入
構
事
案
は
度

重
ね
て
発
生
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、マ
ス
タ
ー

の
不
正
表
示
は
皆
無
で
あ
り
、対
象
案
件
の
発

生
自
体
も
途
絶
え
て
間
も
な
く
一
年
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
規
則
に
つ
い
て
は
、役
目
を
果
た

し
た
も
の
と
判
断
し
廃
止
し
ま
し
た
。

　

な
お
、マ
ス
タ
ー
不
正
表
示
及
び
不
正
入
構
を

防
止
す
る
た
め
に
制
定
し
た
「
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度

表
示
管
理
規
則
」、優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
へ
の
不

正
入
構
も
指
導
対
象
と
す
る
「
街
頭
営
業
適
正

化
指
導
規
程
」
並
び
に

優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

不
正
入
構
事
案
を
加

重
し
て
対
処
す
る
マ
ス

タ
ー
ズ
制
度
の
運
用
等

に
つ
い
て
は
継
続
し
て

対
応
す
る
と
と
も
に
、

悪
質
な
事
案
へ
の
個
別

対
応
に
つ
い
て
は
、会
員

団
体
に
お
け
る
賞
罰
規

約
に
て
適
切
に
対
処
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

第
73
回
　
理
事
会
の
焦
点

会
費
値
上
げ
に
向
け
事
業
の
見
直
し
に
着
手

上
げ
額
を
算
出
す
る

　
現
時
点
に
お
け
る
正
副
会
長
会
議
に
お
け
る

検
討
状
況
は
、収
入
見
込
額
の
試
算
結
果
を
出

し
、協
会
の
行
っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、次
の
２
つ

に
仕
分
け
を
行
っ
た
う
え
で
、事
業
内
容
の
見
直

し
を
行
って
お
り
ま
す
。

①
今
後
も
引
き
続
き
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
事
業

②
事
業
内
容
の
見
直
し
が
可
能
と
思
わ
れ
る
事
業

健
康
起
因
事
故
の
防
止
に
向
け
た

再
発
防
止
策
に
つ
い
て

　

９
月
11
日
、 

千
代
田
区
内
を
走
行
中
の
個
人
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
意
識
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
６

人
が
死
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
、 

テ
レ
ビ
等
で
大

き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
歩
行
者
１
名
と
事
業

者
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
事
故
原
因
に
つ

い
て
は
現
在
調
査
中
で
す
が
、事
業
者
本
人
の
死

因
は
「
く
も
膜
下
出
血
」と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

事
故
現
場
の
数
百
メ
ー
ト
ル
手
前
で
乗
客
を
乗
せ

た
直
後
に
体
調
が
急
変
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

年
２
回
の
健
康
診
断
も
受
診
し
て
お
り
血
圧
等

の
数
値
に
特
に
異
常
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。事
業
用
自
動
車
の
運
転
手
が
疾
病

に
よ
り
運
転
を
継
続
で
き
な
く
な
る
事
故
は
毎

年
発
生
し
て
い
ま
す
。運
行
中
に
体
調
異
変
が
生

じ
た
場
合
に
は
、躊
躇
な
く
運
行
を
中
止
す
る
こ

と
を
意
識
付
け
す
る
等
、こ
の
機
会
に
改
め
て
健

場
　
　
所

日
個
連
会
館

開
催
日
時

９
月
14
日（
火
）  

午
後
２
時

決
議
事
項

①
会
員
の
処
分
等
に
関
す
る
規
則
廃
止
の
件

②
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
表
示
管
理
規
則
一
部
改
定

（
案
）承
認
の
件

③
特
定
地
域
街
頭
営
業
ル
ー
ル
実
施
要
綱
一
部

改
定
（
案
）承
認
の
件

都内個人タクシー現況（令和3年9月1日現在） 
許可事業者数  10,875名（前月比 −53名）

（特別区、武三10,486名  北多摩147名  南多摩242名）

傘下事業者数  10,527名（前月比 −47名） 
（特別区、武三10,142名  北多摩144名  南多摩241名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

会
費
収
入
減
少
に
伴
う

事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

近
年
の
会
費
収
入
は
、事
業
者
数
の
激
減
に
伴

い
毎
年
、前
年
比
６
０
０
～
７
０
０
万
円
余
り
の

減
少
が
続
い
て
お
り
、財
務
委
員
会
か
ら
「
事
業

の
見
直
し
等
を
含
め
た
経
費
節
減
に
よ
り
収
支

均
衡
を
目
指
す
と
同
時
に
、事
業
者
負
担
を
最

低
限
に
抑
え
る
こ
と
を
前
提
に
、会
費
改
定
等
の

検
討
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
」と
の
報
告
が
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、正
副
会
長
会
議
に
お

い
て
、事
業
の
見
直
し
と
と
も
に
来
年
度
以
降
の

会
費
の
あ
り
方
の
検
討
に
左
記
の
手
順
で
着
手
し

ま
し
た
。

①
毎
年
の
事
業
者
数
減
少
を
見
込
ん
だ
今
後
10

年
間
の
収
入
見
込
額
の
試
算
を
行
う
。

②
節
減
可
能
な
事
項
の
洗
い
出
し
を
含
め
た
事

業
の
見
直
し
に
よ
り
、平
年
度
に
お
け
る
費

用
総
額
の
試
算
を
行
う
。

③
前
記
を
踏
ま
え
て
、最
低
限
必
要
な
会
費
値

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/

会報 乗 っ て 安 心 個 人 タ ク シ ー

東京都
個人タクシー協会

東京都
個人タクシー協会

一般
社団法

人
第567号

月
号102021年



　　　　　　　 路上喫煙及びポイ捨て禁止について
　港区では「みなとタバコルール」により、区内全域の道路、公園等の屋外の公共場所では、たばこの吸い殻のポイ捨て
禁止、喫煙の禁止（指定喫煙場所を除く）等が定められています。特に下記31カ所において、タクシードライバーの路上喫
煙、たばこのポイ捨てが多いとの苦情が出ています。喫煙マナーはしっかり守りましょう。

み
な
と
タ
バ
コ
ル
ー
ル
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

１
．公
共
の
場
所
に
お
い
て
、た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
み
だ
り
に
捨
て
て
は

な
ら
な
い
。

２
．公
共
の
場
所
（
指
定
喫
煙
場
所
を
除
く
）に
お
い
て
、喫
煙
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

３
．公
共
の
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
喫
煙
す
る
場
合
に
、公
共
の
場

所
に
い
る
人
に
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
苦
情
場
所
】

• 

三
田
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
付
近

• 

都
立
芝
公
園
内  

指
定
喫
煙
場
所
付
近

• 

大
門
駅
Ａ
６
出
口  

指
定
喫
煙
場
所
付
近

• 

ス
タ
ジ
ア
ム
通
り
・
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
付
近

• 

愛
育
病
院
と
新
芝
運
河
沿
い
緑
地
の
間
の
道
路

• 

白
金
高
輪
駅
３
番
出
口
前 

指
定
喫
煙
場
所
付
近

• 

港
南
三
丁
目
遊
び
場
と
軽
自
動
車
協
会
の
間
の
路
上

• 

将
監
橋
の
上 

• 

正
則
高
等
学
校
裏　
　

• 

芝
公
園
野
球
場
付
近 

• 

塩
釜
公
園
付
近

• 

網
代
公
園
付
近 

• 

六
本
木
ト
ン
ネ
ル
付
近

• 

一
の
橋
公
衆
ト
イ
レ
付
近 

• 

古
川
橋
児
童
遊
園
前

• 

六
本
木
西
公
園
前 

• 

白
金
公
園

• 

明
治
学
院
付
近 

• 

東
大
医
科
研
裏
門
付
近

• 

外
苑
西
通
り 

• 

白
金
台
５

－

10  

首
都
高
架
下

• 

亀
塚
公
園
前 

• 

芝
浦
１

－

11  

街
区
周
辺

• 

夕
凪
橋
遊
び
場
付
近 

• 

品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
付
近

★
氷
川
神
社
境
内
遊
び
場
付
近 

★
高
橋
是
清
翁
記
念
公
園
付
近

★
都
立
青
山
公
園
付
近 

★
東
京
都
青
山
霊
園
付
近

★
田
町
駅
東
口
タ
ク
シ
ー
乗
り
場 

★
品
川
駅
港
南
口
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

※
★
は
、特
に
苦
情
の
多
い
箇
所
に
な
り
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

三
戸　

和
廣 

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部
）

新
井　

豊
美 

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部
）

新
谷　

稔 

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部
）

大
貫　

光
治 

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部
）

築
井　

浩 

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部
）

大
坂　

益
賢 

（
東
個
協
・
品
川
第
二
支
部
）

香
取　

政
男 

（
東
個
協
・
品
川
第
二
支
部
）

田
代　

久
男 

（
東
個
協
・
新
宿
支
部
）

益
子　

太
二 

（
東
個
協
・
武
三
支
部
）

岸
田　

幸
雄 

（
東
個
協
・
豊
島
支
部
）

板
橋　

眞
一 

（
東
個
協
・
豊
島
支
部
）

宝
澤　

和
弘 

（
都
営
協
・
城
北
支
部
）

高
橋　

裕 

（
都
営
協
・
東
友
支
部
）

眞
崎　

誠 

（
都
営
協
・
東
友
支
部
）

宇
治
野 

文
彦 （
多
摩
個
連
）

宮
澤　

清 

（
多
摩
個
連
）

薩
本　

哲
朗 

（
多
摩
個
連
）

山
田　

博
保 

（
多
摩
個
連
）

宗
像 

今
朝
巳 （
多
摩
個
連
）

小
山
田 

久
雄 （
多
摩
個
連
）

松
本　

明 

（
多
摩
個
連
）

　

９
月
16
日
（
木
）に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
、関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局
長
に
よ
る
「
令
和
３
年

自
動
車
運
送
事
業
運
転
者
表
彰
」表
彰
式
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
拡
大
し

続
け
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、受
賞
者
な
ら
び
に
ご
列
席
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
考
慮
し
、開

催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
受
賞
者
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、今
後
も
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

染
谷　

宏
之 

（
多
摩
個
連
）

鈴
木　

昭
彦 

（
多
摩
個
連
）

山
形　

泰
造 

（
全
個
人
）

堀
内　

勝
彦 

（
全
個
人
）

多
摩
個
連

宗
像 

今
朝
巳
さ
ん

　

個
人
事
業
者
と
な
っ

て
26
年
。事
故
、違
反
、お

客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
一

切
無
く
、一
日
を
無
事
終
え
て
帰
宅
す
る
こ
と
を
心

情
に
し
て
い
ま
す
。お
客
様
に
対
し
て
は
、乗
車
時

に
「
ハ
イ
、ど
う
ぞ
」、「
ド
ア
を
閉
め
ま
す
よ
」か
ら
、

降
車
時
の
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
忘
れ
物

等
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」ま
で
、声
掛
け
を
し
っ
か
り

と
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ド
ラ
イ

バ
ー
の
模
範
と
し
て
、信
号
も
無
理
し
て
交
差
点
に

入
ら
ず
（
一
回
待
て
ば
、ト
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
だ
と
考

え
る
）、歩
行
者
優
先
で
、横
断
歩
道
は
特
に
注
意
す

る
、こ
の
２
つ
を
特
に
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

運
輸
支
局
長
に
よ
る 

自
動
車
運
送
事
業
運
転
者
表
彰

 

受
賞
者
の
喜
び
の

声

港区より改善要請
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西武柳沢駅
田無駅 青梅街道青梅街道

青梅街道青梅街道

所沢街道
所沢街道

新青梅街道
新青梅街道

北原交差点北原交差点

事業中区間交通開放区間
約700m

西武新宿線西武新宿線

交通開放区間
約670m

事業中区間

西武柳沢駅
田無駅 青梅街道青梅街道

青梅街道青梅街道

所沢街道
所沢街道

新青梅街道
新青梅街道

北原交差点北原交差点

西武新宿線西武新宿線

訃
報

＊
８
月

氏
名 

所
属
団
体 

享
年 

  

病
名

谷
口 

直
正 

（
東
個
協
・
荒
川
） 

57 

心
不
全

八
方 

晴
夫 

（
東
個
協
・
杉
並
） 

70 

肺
炎

佐
藤 

英
男 

（
東
個
協
・
練
馬
） 

64 

大
動
脈
解
離

齋
藤 

久
雄 

（
東
個
協
・
文
京
第
二
） 

72 

肺
炎

佐
々
木 

久
美 

（
都
営
協
・
東
） 

71 

肺
癌

刈
屋 

正
美 

（
都
営
協
・
江
戸
川
） 

75 

肺
癌

安
達 

美
津
夫 

（
都
営
協
・
新
東
京
） 

68 

心
不
全

秋
本 

知
二 

（
都
営
協
・
北
区
協
組
） 

84 

胆
嚢
癌

帆
谷 

秀
氏 

（
都
営
協
・
東
京
相
互
） 

75 

肺
癌

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

第
38
回
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

東
京
都
は
、社
会
問
題
化
し
て
い
る
放
置
自
転
車
問
題
を
広
く
都
民
に
訴

え
、行
動
に
繋
げ
て
も
ら
う
た
め
、「
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
行
っ
て
お
り
、今
年
も
10
月
22
日
（
金
）か
ら
10
月
31
日
（
日
）ま

で
の
10
日
間
、都
内
全
域
で
実
施
さ
れ
ま
す
。既
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー

及
び
チ
ラ
シ
等
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

名称 概要 所在地 開始日

有明四季劇場 首都圏における劇団四季の新たな専用劇場
「有明四季劇場」が誕生。 江東区有明2-1-29 令和3年9月

【新 施 設 】

【 道 路・橋 等 】

地理モニター報告�

地図 名称 概要 変更日

西東京都市計画道路
3・4・9号保谷東村山線

（西東京市北原町2丁目～
西原町3丁目）

所沢街道から西東京3・4・
20号線までの約700メート
ルを交通開放。これにより、
地域の交通の円滑化や防
災性の向上が図られる。

2021地図
P242-E-3～F-4

令和3年8月

西東京3・4・9号、東村山
3・4・11号保谷東村山線

（西東京市西原町4丁目～
東久留米市南町1丁目）

西東京市と東久留米市の
市境付近における約670
メートルを交通開放。地域
の交通の円滑化や防災性
の向上が図られる。

 
2021地図

P242-D-2～E-3

令和3年9月

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）※令和3年7月は不適正営業の事案がありませんでした。
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● 

自
転
車
で
１
０
０
キ
ロ
、
海
に
通
っ
た
少
年
時
代

　

中
学
時
代
は
、
友
人
の
家
が
油
壷
に
借
り
て
い
た
サ
マ
ー
ハ

ウ
ス
ま
で
１
０
０
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
を
自
転
車
で
走
っ
て
い
き
、

10
日
位
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
う
と
、
毎
日
海
で
遊
ん
で
真
っ
黒
に

日
焼
け
し
て
い
る
よ
う
な
子
ど
も
で
し
た
。

　

高
校
生
に
な
っ
て
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
は
お
金
を
貯
め
て
、

テ
ン
ト
を
担
い
で
バ
イ
ク
で
出
か
け
て
、
海
岸
で
キ
ャ
ン
プ
を
し

て
過
ご
す
の
が
好
き
で
し
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
漠
然
と
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で
し
た
が
、
ず
っ

と
は
ま
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

車
の
免
許
を
と
っ
て
か
ら
は
ラ
リ
ー
に
熱
中
し
、
稼
い
だ
お

金
は
ラ
リ
ー
に
つ
ぎ
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
４
〜
５
人
で

チ
ー
ム
を
作
り
、
国
内
で
年
に
12
〜
13
レ
ー
ス
に
出
場
す
る
と

２
０
０
万
円
近
い
出
費
に
！
21
歳
に
な
っ
た
頃
、
仲
間
と
一
緒
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
る
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
ラ
リ
ー

に
参
加
し
よ
う
と
お
金
を
貯

め
出
し
た
の
で
す
が
、
さ
す
が

に
貯
ま
ら
ず
断
念
。
そ
こ
か
ら

は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
行
っ
た

り
キ
ャ
ン
プ
し
て
楽
し
ん
だ

り
す
る
時
間
の
使
い
方
に
シ

フ
ト
し
、
キ
ャ
ン
プ
以
外
に
も

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
り
始
め
、

小
笠
原
で
は
雑
誌
の
企
画
で

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
取
材
を
受

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

 

● 

交
通
事
故
に
遭
い
、
営
業
の
仕
事
を
や
め
て

タ
ク
シ
ー
運
転
手
に

　

39
歳
の
頃
、
当
時
一
般
食
品
会
社
の
営
業
を
し
て
い
た
時
に
、

高
速
道
路
で
玉
突
き
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
車
が
全
損

す
る
ほ
ど
の
大
き
な
事
故
で
、
私
自
身
も
ひ
ど
い
む
ち
打
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
通
院
の
た
め
に
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
運
転
手
さ
ん
か
ら
「
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
は
い
い

よ
」と
勧
め
ら
れ
、
こ
れ
が
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
い
う
道
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
働
き
だ
し
て
み
る
と
、
休
み
の
日
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア

を
楽
し
む
こ
と
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

道
路
の
混
雑
す
る
時
間
を
避
け
て
夜
移
動
し
て
し
ま
う
方
が
効

率
も
良
く
、
と
て
も
自
分
に
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
法
人
時
代
に
は
そ
の
会
社
の
山
岳
部
の
サ
ー
ク
ル
に

も
誘
わ
れ
、
山
登
り
の
楽
し
さ
も
知
り
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の

魅
力
は
、一
言
で
い
う
な
ら
自
己
責
任
で
遊
べ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
が
、
山
登
り
も
自
分
の
ペ
ー
ス
を
第
一
に
、
せ
っ
か
く
時

間
を
作
っ
て
登
っ
た
こ
の
山
に
も
う
一
泊
し
て
山
上
を
堪
能
す

る
、
と
い
う
楽
し
み
方
が
出
来
る
こ
と
が
魅
力
の
一

つ
。「
山
小
屋
に
生
ビ
ー
ル
を
飲
み
に
行
く
」の
も
最

高
の
贅
沢
で
す
ね
（
笑
）

 

● 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
も
遊
び
の
一
つ

　

愛
用
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
は
８
年
目
に
な
り
ま
す
。ト
ラ
ッ

ク
ベ
ー
ス
の
小
さ
め
の
も
の
で
す
が
、
乗
車
定
員
６
名
、
就
寝
定

員
４
名
な
の
で
家
族
で
使
う
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
で
、

最
近
は
孫
も
一
緒
に
乗
っ
て
出
か
け
て
い
ま
す
。

　

購
入
の
き
っ
か
け
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
利
用
と
い
う
よ
り
も
、

実
は
妻
の
ト
イ
レ
事
情
に
あ
り
ま
し
た
。
お
盆
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
な
ど
、
田
舎
（
青
森
）へ
帰
省
す
る
際
に
渋
滞
に
は
ま

る
と
、
道
だ
け
で
な
く
ト
イ
レ
ま
で
大
渋
滞
で
、
時
間
は
読
め
な

い
し
疲
れ
る
し
で
困
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
ト
イ
レ
の
あ
る

車
と
い
う
こ
と
で
購
入
を
決
め
た
の
で
す
が
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
が
あ
れ
ば
、
ア
ウ
ト
ド
ア
だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う
と
、
ト
イ
レ

が
無
い
場
所
で
も
ど
こ
で
も
泊
ま
れ
る
、
そ
の
気
軽
さ
の
お
か

げ
で
さ
ら
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
思
い
返
す
と
、
お
金
は
ほ
と
ん
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
に
つ

ぎ
込
ん
で
き
ま
し
た
が
（
笑
）、
元
々
個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
っ
た

理
由
は
「
遊
べ
る
」と
思
っ

た
か
ら
。
思
っ
た
よ
う
に
遊

ん
で
こ
ら
れ
た
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
最
近
は
コ
ロ
ナ

も
あ
り
、
以
前
の
よ
う
に

遊
ぶ
と
い
う
こ
と
が
難
し

い
で
す
が
、
終
息
し
た
時

に
は
、
ま
た
時
間
を
気
に

せ
ず
に
、
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南アルプス仙丈ヶ岳にて

小笠原・父島でシーカヤック

愛用のキャンピングカー

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
千
差
万
別
。

そ
れ
ぞ
れ
の
き
っ
か
け
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

個
タ
ク
と
私 

●
●
●
●
●

 

も
の
が
た
り

澤
田 

正
人 

さ
ん

（
さ
わ
だ 

ま
さ
と
）

都
営
協
・
板
橋
支
部

　

昭
和
29
年
生

［プロフィール］
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■携帯メールによる情報伝達システムに未登録の方は toroku@tokokyo.jp へ空メールを送信してください。




